
平 成 3 0 年 4 月 1 6 日

中部ブロック発注者協議会

４月期の公共工事「地区別発注見通し」を公表！
～中部ブロック発注者協議会～

１．概 要

◆平成２９年度より「中部ブロック発注者協議会」の取り組みとして、協

議会に参加する市町村も含めた発注機関の公共工事発注見通しを地区別

に公表する取り組み「地区別発注見通し」を実施しています。

(毎月１５日を目処に公表。)

「地区別発注見通し」のホームページ

URL http://www.cbr.mlit.go.jp/mitooshi/link.htm

◆４月期は、工事発注見通しの公表準備ができていない機関がありますが、

多くの参加予定機関の見通し情報が提出され、１９６機関のうち、

１７７機関から１２，７２５工事の工事発注見通しが掲載されています。

◇工事発注情報を地区別にとりまとめて公表することにより、

工事発注情報のインデックス機能を果たし、工事参加企業が検索しやすくなる、

技術者の配置計画や労務資材の手配に役立つ、

災害時等で工事が輻輳する場合に復旧・復興工事に協力できる範囲を選択することが可能

となります。

◇更新は各機関の公表頻度によりますので、工事の詳細は各発注機関にお尋ねください。

１．添付資料

別紙１：「地区別発注見通しの公表」(概要)

別紙２：「地区別発注見通し」掲載発注機関一覧表・参画状況

別紙３：「地区別発注見通し」ホームページ掲載内容（トップページ）

２．解 禁 指定無し

３．配 布 先 中部地方整備局記者クラブ

４．問合せ先 中部ブロック発注者協議会事務局

中部地方整備局 企画部 技術管理課

課長 加藤 豊
か とう ゆたか

課長補佐 岩田 明
いわ た あきら

TEL ０５２－９５３－８１３１(ダイヤルイン)

 

 



【地区別発注見通し公表による取組効果】
○建設企業の技術者の配置計画や労務、資材の手配に役立
○年間を通じた仕事量の確保、繁閑の差の解消、人材・資機材の効率的な活用を促進でき「平準化」に有効
○災害時において、建設企業が復旧・復興工事に協力できる範囲を容易に選択することが可能

・中部ブロック発注者協議会として、各発注機関の工事発注見通しの全容が、地域毎に把握
できるよう 「地区別発注見通し」 を公表する取組をＨ２９．４より実施。

・協議会関係機関 １９６機関のうち、１７７機関（９０％）が参画（H30.4現在）

地区別発注見通しの公表 （H29.4～）

◇発注見通しの地区割り(22地区）

中部ブロック発注者協議会

◇公表イメージ
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